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㊺常夜灯（高田）
高田橋東堤 （撫川366西）

昭和41年の足守川周辺見取図（きびのさとNo.96より）
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吉備・陵南にある石碑を訪ねて – 286 –
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供養塔について
六十六部供養塔は全国66か所の霊場に

一部ずつ納めて回るために書写六十六部、
詳しくは「日本国大乗妙典六十六部経聖」と
云い、全国の六十六か所の霊場に一部ずつ
納めて回るために書写した。

刻まれている願主の名は高田周辺の人 で々
あるが、宮内村の岡田屋熊治郎の名もある。

昭和42年の河川改修により、堤防上に置かれたすべてのすべて石碑の類は撤去され、
防災上、復旧は禁止された。その十数年後に、規則に適った現在の位置に再建された。

六十六部供養塔


